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取扱説明書
（保証書付）

日本国内専用

家庭用

Use only in Japan

このたびは、コイズミ アロマ加湿器をお買い上げ
いただき、まことにありがとうございます。

●正しくご使用いただくために、ご使用前に必ずこ
の「取扱説明書」をよくお読みください。なお、
この取扱説明書には保証書が付いています。お読
みになった後も、お使いになる方がいつでも見ら
れるところに大切に保管してください。
●特に2～ 12ページの「安全上のご注意」と「ご使
用上のお願い」を必ずお読みください。
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安全上のご注意
＊ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
＊ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる方や
他の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。また注意事項は、危害
や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをすると生じるこ
とが想定される内容を「警告」「注意」の2つに区分しています。いずれも安全に関
する重要な内容ですので、必ず守ってください。

※お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管して
ください。

絵表示例と絵表示の意味

　 記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げる
ものです。図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プ
ラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。

　 記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中
や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描か
れています。

誤った取扱いをしたときに、使用者が傷害を負ったり、物
的損害の可能性があるもの

誤った取扱いをしたときに、死亡または重傷を負う可能性
があるもの警告

注意
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改造はしない。修理技術者以外の人は、分解したり修理をしない。
火災・感電・けがの原因となります。修理はお買い上げの販売店または小泉成
器株式会社「修理センター」にご相談ください。

警告

故障・異常時には、直ちに使用を中止する。
そのまま使用すると、発煙・故障・けがに至る恐れがあります。
・ 水漏れする。
・ ACアダプターのコードを動かすと通電したり、しなかったりする。
・ 運転中に異常な音やこげくさい臭いがする。
・ ACアダプターや本体が異常に熱い、または煙が出ている。
・ ACアダプターが焦げている。
※このような症状のときはすぐに電源を切ってACアダプターをコンセントから抜
き、お買い上げの販売店または小泉成器株式会社「修理センター」にご相談く
ださい。

必ず排水方向から排水する。
排水方向を誤ると、本体内部の電気部品に水が入り、
火災・感電・ショートの原因となります。
・ 排水時、ACアダプターをコンセントから抜き、プ
ラグを本体の接続端子から取り外してください。

・ 排水時、送風口から水が入らないよう注意してくだ
さい。

・ 排水のしかたは22ページを参照してください。

使用中不調を感じたときは、直ちに使用を中止する。使用後異常を感じたと
きは、専門医に相談する。
事故や体調不良などの原因となります。

送風口

排水方向
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抗菌カートリッジの交換時期を守る。
カビや雑菌が繁殖し、悪臭、および体質によりまれに健康を害する原因となります。

警告

ACアダプターのコードは必ずゆとりを持たせて使用する。
コードが引っ張られたり、屈曲が繰り返されるとショートします。

医療用吸入器ではありません。吹き出し口から噴霧されるミストを故意に直
接吸引しない。
健康を害する恐れがあります。

コンセントや配線器具の定格を超える使い方はしない。
たこ足配線等で定格を超えると、発熱による火災の原因となります。

ACアダプターは清潔にする。刃や刃の取付面・プラグにほこりが付着して
いる場合は拭き取る。
ショート・火災の原因となります。

お手入れに中性洗剤以外は使用しない。（P. 23～ P. 26参照）
水タンク内部に洗浄剤が残り、有毒ガスが発生したり故障の原因となります。

吹き出し口や本体のすき間にピンや針金などの異物を入れない。
感電やけがの原因となります。
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警告
抗菌カートリッジを取り外したまま運転しない。
カビや雑菌が繁殖し、悪臭および体質によりまれに健康を害する原因となります。

ACアダプターのコードやプラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆる
いときは使用しない。
感電・ショート・発火の原因となります。

乳幼児の手の届くところやペットの近くで使用したり放置しない。
やけど・感電・けがをする恐れがあります。

落としたり投げつけるなど強い衝撃を与えない。
故障・破損・けがの原因となります。

ACアダプターのコードを傷付けたり、破損したり、加工したり、無理に曲
げたり、引っ張ったり、ねじったりしない。また、ものを乗せたり、挟み込ん
だり、高温部に近づけたりしない。
コードが破損し、火災・感電の原因となります。

本体にACアダプターのコードを巻きつけない。
また、ACアダプターのコードを束ねたまま使用しない。
コードがねじれて断線・ショート・火災・感電の原因となり
ます。
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警告

専用のACアダプターで、他の商品を使用したり、充電したりしない。
また、専用のACアダプター以外は使用しない。
異常発熱による発火・ショートの原因となります。

ACアダプターのコードがよじれたままでは使用しない。
ショートして火花が出ることがあります。

業務用として使用しない。また、不特定多数の人が使う場所に置かない。
連続過負荷による故障の恐れがあります。

雷が鳴り出したら、ACアダプターに触れない。
落雷による感電の原因となります。

本体やACアダプターに水をかけたり、水につけたりしない。
また、浴室などの水のかかる所や湿気の多い所で使用しない。
ショート・感電・故障の原因となります。

給水時やお手入れの際、使用後は、必ず電源を切り、ACアダプターをコン
セントから抜き、プラグを本体の接続端子から取り外す。
けがや絶縁劣化による感電や漏電火災の原因となります。

ぬれた手でACアダプターを抜き差ししない。
ショート・感電の原因となります。
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水タンクの水、水タンク内部は、常に清潔にする。
水タンクの水は、毎日新しい水道水と入れ換えてください。
水タンク内部は、定期的にお手入れしてください。汚れや水あかでカビや雑菌が
繁殖すると、悪臭、および体質によりまれに、健康を害する原因となります。

注意

アロマディフューザーとして使用時は、必ずエッセンシャルオイルを使用し、
以下の事項を守る。
・ 必ず天然抽出成分100％のエッセンシャルオイル（精油）を使用し、合成香料
などは使用しない。

・ 水400mlあたり8～ 11滴（約0.4～ 0.6ml）の使用量を守り、過剰に使用
しない。
故障・誤動作・有害物質の発生などの原因となります。

必ず常温の新しい水道水を使用する。
ミネラルウォーター・アルカリイオン水・井戸水・浄水器の水などを使用すると、
水あかが多くなったり、カビや雑菌が繁殖しやすくなります。
また、お湯は変形・誤動作の原因となりますので使用しないでください。

持ち運ぶときは運転を止め、水タンクの水を排水し、必ず本体底部を持つ。
水がこぼれて床をぬらしたり、送風口から水が入り故障や水漏れの原因となります。

凍結の恐れがあるときは、水タンクの水を排水する。
故障の原因となります。

水位センサーは定期的にお手入れする。
汚れたまま使い続けると、水位センサーが誤作動して故障の原因となります。
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注意

ご使用前に、抗菌カートリッジ・内部カバー・本体カバーの取り付け状態な
どを確認する。
水漏れや故障の原因となります。

吹き出し口から給水しない。
必ず水タンクに直接給水してください。故障などの原因となります。

ミストの吹き出し口などの開口部をふさがない。
正常な動作が妨げられ破損や動作不良、過熱、故障の原因となります。

コンセントからACアダプターを抜くときは、コードを持たずにACアダプ
ターを持って引き抜く。接続端子からプラグを取り外すときは、コードを持
たずにプラグを持って引き抜く。
感電や断線、故障の原因となります。

振動子に触ったり、傷付けたり、押したりしない。
事故や故障の原因となります。

使用中や使用直後は本体に不用意に触れない。
高温になっている場合があり、ミストに長時間触れたり、本体に不用意に触れると
やけどをする恐れがあります。

本体カバーや内部カバーを外したまま運転しない。
水やエッセンシャルオイルが飛び散り床を濡らしたり、故障の原因となります。

不安定な場所に置いたり、傾けない。
水がこぼれて床をぬらしたり、送風口から水が入り故障や水漏れの原因となります。
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注意
次のような場所では使用しない。
・ ミストが家具・楽器・衣類·カーテン・壁 ・書類などの紙類·天井などに直接
当たる場所

・ 直射日光の当たる場所、暖房器具や火気の近くなどの極端に高温・多湿にな
る場所、 エアコンなどの風が直接当たる場所

・ カーペットや布団の上、傾斜のある場所などの不安定な場所、または高所
・ パソコンやテレビなどの電化製品や精密機器の近く
・ 就寝中に本体に手が届く場所
・ 柔らかいクッション・毛足の長いじゅうたん・畳の上
故障や誤動作、周囲に損害を与える場合があります。

水タンクに水が入っていない状態では、絶対に電源を入れない。
振動子などが破損し、故障や水漏れの原因となります。

通電したまま放置しない。
事故・トラブルの原因となります。

エッセンシャルオイルを直接本体外側に付着させない。
故障や外装が溶けるなどの原因となります。

浴室など水のかかる所や湿気の多い所に保管しない。
絶縁劣化により感電することがあります。

ACアダプターを取り付けたまま持ち運んだり、保管したりしない。
破損の原因となります。
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使用上のお願い

・ 本製品は超音波方式の加湿器およびアロマディフューザー（芳香拡散器）です。MOISTスイッチ
使用時は加湿器、AROMAスイッチ使用時はアロマディフューザーとしてご使用いただけます。
（AROMAスイッチ使用時は加湿器のような加湿能力はありませんので、ご了承ください。）
・ ミストの発生にともない機器の周辺に白い粒状のものが残ることがあります。これは、水道水
に含まれるカルシウムやマグネシウムなどのミネラル分です。有害なものではありませんが、
テレビや家具などに付着することがあります。付着したときはやわらかい布などで早めに拭き
取ってください。

・ 水温や水質他の環境の関係で、電源を入れてからすぐはミストの出る量が少なめですが、30
分程度経過しますと、ミストの出る量が安定してきます。

・ 室温・湿度・気流などのご使用環境により、ミストが見えにくい場合がありますが、故障では
ありません。特に冬場など室温や水温が低い環境ではミストが見えにくいことがあります。

・ 本製品の特性上、温度、湿度が高いときには、吹き出し口前方にミストが降下して、本体周辺がぬ
れることがあります。その場合は吹き出し口前方にタオルを敷くなどの対策を行ってください。

・ 冬場など、室温や湿度の低い時にはミストの量が減少し、通常に比べて水が多く残る場合があ
りますが、故障ではありません。

・ 本体カバーの内側には水滴がつきますので、取り外す際にはぬれても良い場所を選び、タオル
などの水滴を拭き取るものを用意しておいてください。

本製品の特性について

・ 給水量が400ml（水タンクの水位上限）を超えないようにご注意ください。ミストが正常に発
生しません。

給水について

・ 運転を停止して水タンクの水を排水してから移動させてください。
・ 両手で底部を支えて移動させてください。

持ち運びについて
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・ ご使用後、水タンク内に残った水は必ず捨ててください。雑菌などが繁殖するおそれがあります。
・ 排水する場合は、必ず送風口が上になるようにして捨ててください。送風口から水が入ると故
障の原因となります。

排水について

・ 定期的に水タンク内部を柔らかい布などで清掃してください。振動子が汚れると、誤動作や故
障の原因となります。使用回数なら5～6回、日数なら2～3日が目安です。

・ 長時間ご使用にならない場合はお手入れをした後、よく乾燥させてから保管してください。
（P. 23～ P. 26参照）
・ しばらくお使いにならなかった時には、使用の前にお手入れをした後、ご使用ください。
（P. 23～ P. 26参照）

お手入れ・保管について

・ 周辺に吹き出すミストをさえぎるものや湿気に弱いものがないことを確認してください。
・ 安定したテーブルなどの台の上に水平に設置してください。

設置場所について

使用上のお願い

・ 抗菌カートリッジは、水タンク内の水を抗菌するものです。
・ カートリッジ内の抗菌粒に触れても人体や動植物には無害です。
・ 幼児の手の届かない範囲でご使用ください。
・ カートリッジ内の抗菌粒を取り出さないでください。
・ 抗菌粒を直接口に入れたり飲んだりしないでください。
・ 抗菌カートリッジは消耗部品です。ご使用にともない抗菌効果が減少し、カビや雑菌が繁殖す
る恐れがあるため、交換時期を守ってください。（P. 31参照）

・ 抗菌カートリッジ内の抗菌粒はご使用にともない水道水やエッセンシャルオイルの成分によ
り変色する場合がありますが、異常ではありません。

抗菌カートリッジについて
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使用上のお願い

・ 必ず植物からの天然抽出成分100％のエッセンシャルオイル（精油）をご使用ください。香水
や合成香料を含むアロマオイルや、不純物・固形物などを含むオイルは故障の原因となります
ので、ご使用にならないでください。
エッセンシャルオイルの使用上の注意をよく読みご使用ください。

・ アロマディフューザーとして使用時は、AROMAスイッチの使用を推奨します。
お好みでMOISTスイッチをご使用ください。

・ エッセンシャルオイルは、満水（400ml）あたり8～ 11滴（約 0.4 ～ 0.6ml）をご使用くだ
さい。水が入っていない状態や、水が少ない状態でエッセンシャルオイルを足したり、過剰に
入れると振動子にオイルが付着して、故障・誤動作・有害物質の発生などの原因となります。

・ エッセンシャルオイルの種類を変える際に残った香りが気になる場合は、水タンク内をお手入
れしてください。（P. 24参照）

アロマディフューザーとしてのご使用について
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各部のなまえ
本 体

本体カバー

吹き出し口

加湿量
ランプ
（強/中/弱）

アロマ
ランプ

MOISTスイッチAROMAスイッチ

ライトスイッチ

＜操作部＞

吸気口
※送風ファンが内蔵されています。

接続端子

●　ACアダプター（型番：KHM-9102）

●　抗菌カートリッジ
（型番：KHM-093）
※購入時、水タンク内部に
取り付けられています。

●　取扱説明書
（本書：保証書付）

付属品

アロマ加湿器  KHM-1014

取扱説明書
（保証書付）

日本国内専用

家庭用

Use only in Japan

このたびは、コイズミ アロマ加湿器をお買い上げ
いただき、まことにありがとうございます。

●正しくご使用いただくために、ご使用前に必ずこ
の「取扱説明書」をよくお読みください。なお、
この取扱説明書には保証書が付いています。お読
みになった後も、お使いになる方がいつでも見ら
れるところに大切に保管してください。

●特に2～ 12ページの「安全上のご注意」と「ご使
用上のお願い」を必ずお読みください。

＜底面＞

ACアダプター

コード
プラグ
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各部のなまえ

振動子

水槽部

本体カバー・内部カバー取り外し時

抗菌カートリッジ

水位センサー

LEDライト
※ライトスイッチで
水タンク底面の
LEDライトを点灯
・消灯できます。本体カバー

吹き出し口

内部カバー

水タンク

吹き出し口

※購入時、
本体カバーに
取り付けられています。

送風口

＜水タンク内側＞

＜水タンク右側面＞

水位目盛



15

使用前の準備

1 本体カバーを取り外し、本体を裏返してACアダプターを取り付けます。
・ 付属のACアダプターのプラグを、本体底面の接続端子に接続し、安定した水平な場所に
設置してください。
※ACアダプターのコードを本体の足で踏まないよう注意してください。
※一度ご使用されたあとに再度ACアダプターを取り付けるときは、水タンク内に水が入っ
ていないことを確認してください。

2 抗菌カートリッジが正しく取り付け
られていることを確認します。
・ 水タンク内部の中央の抗菌カートリッジ取付
部に固定されていることを確認してください。
（P. 26参照）

本体カバー

抗菌カートリッジがずれている

接続端子

コード

プラグ
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使用前の準備

水道水（飲用・35℃以下）以外は使用しない。浄水器の水、ミネラル
ウォーター、アルカリイオン水、井戸水などは使用しない。
変形、故障、カビや雑菌の繁殖の原因となります。

注意

4 アロマディフューザーとして使用する場
合は、水タンク内にエッセンシャルオイ
ルを垂らします。
・ 満水（400ml）あたり8～ 11滴（約0.4 ～ 0.6ml）
を目安に入れてください。

・ 必ず天然抽出成分100％のエッセンシャルオイ
ルをご使用ください。（P. 12参照）

3 水タンクに水道水（飲用・35℃以下）を入れます。
・ 水タンクの水位上限（400ml）を超えないように注意してください。
・ 水タンクに水を入れないと水位センサーが働き、運転を開始できません。
※吹き出し口から給水しないでください。
※水の入った本体は傾けないで
ください。送風口から本体内
部に水が入り、故障の原因と
なります。

水位上限
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使用前の準備

5 本体カバーを取り付けます。
・ 本体カバーに内部カバーが正確に取り付けられて
いることを確認し（P. 23参照）、本体へ本体カ
バーをかぶせてください。

・ 本体カバーと内部カバーがずれていたり、本体カ
バーと本体の間にすき間があったりすると、ミス
トが正常に吹き出さないことがあります。

・ 中に水が入っている状態で本体カバーを開けると
きは、必ず安定した水平な場所に置いた状態で本
体が傾かないように行ってください。

・ 必要以上に本体カバーの抜き差しを繰り返さない。
水漏れ・故障の原因となります。

・ 本体カバーをつかんで持ち上げようとしない。
本体カバーは固定されておりませんので、落下や転倒する恐れがあります。
両手で底部を支えて移動させてください。

注意

本体カバー

6 ACアダプターをコンセントに
差し込みます。
※水タンクに水が入っていない状態で
は、電源を入れないでください。
振動子などが破損し、故障や水漏れの
原因となります。

専用のACアダプターで、他の商品を使用したり、充電したりしない。
また、専用のACアダプター以外は使用しない。
異常発熱による発火・ショートの原因となります。

警告

ACアダプター
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運転のしかた

1 MOISTスイッチを押します。
・ 電子音が「ピッ」と鳴り、［加湿量［強］］でミストが発生します。
（加湿量ランプ［強］が点灯します。）
・ 運転を開始しても約30分はミストの出る量が少ない場合があります。
・ 水が無くなった場合、ミストが止まり、加湿量ランプが点滅し続けます。
MOISTスイッチを押すと、電子音が1回鳴って加湿量ランプが消灯します。

・ ご使用中にミストが途切れることがある場合、綿棒などで内部カバーの吹
き出し口、吸気口をお手入れしてください。

・ 室温・温度・気流などご使用の環境により、ミストが見えにくい場合がありますが、送風ファン
が作動している（モーター音が聞こえる）場合は故障ではありません。

・ 運転中はAROMAスイッチを押しても切替えできません。

MOISTスイッチを押し進めるか、MOISTスイッチを1秒以上長押し
して［運転停止］にします。（加湿量ランプが全消灯します。）

ミストを止めるときは

2 お好みの加湿量を選びます。
・ MOISTスイッチを押すたびに、電子音が「ピッ」と鳴り、加湿量が切り替わります。加湿
量は［強］・［中］・［弱］から選べます。（加湿量に応じて、加湿量ランプが切り替わります。）

［強（100ｍｌ/ｈ）］ ［中（60ｍｌ/ｈ）］ ［弱（30ｍｌ/ｈ）］

点灯

［運転停止］

・ 満水（400ml）で約4時間運転できます。（［強］運転／室温20℃の場合）
・ 水温・室温・湿度によりミストの出る量が変動し運転時間が短くなることがあります。

加湿器としての使いかた

点灯 点灯

準　備 ●ACアダプターを接続端子に取り付けて、水タンクに水道水を入れます。
●本体カバーを取り付け、AC アダプターをコンセントに差し込みます。

加湿量
ランプ

MOISTスイッチ

（P. 15～ P. 17)

全消灯
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運転のしかた

AROMAスイッチを押します。
・ アロマディフューザーとして使用時は、AROMAスイッチの使用を
推奨します。
お好みでAROMAスイッチをご使用ください。

・ 電子音が「ピッ」と鳴り、ミストが約20ml/hで発生します。（アロマ
ランプが緑色に点灯します。）

・ 運転を開始しても約30分はミストの出る量が少ない場合があります。
・ 水が無くなった場合、ミストが止まり、アロマランプが点滅し続けま
す。AROMAスイッチを押すと、電子音が1回鳴ってアロマランプが
消灯します。

・ ご使用中にミストが途切れることがある場合、綿棒などで内部カバーの吹き出し口、吸気口を
お手入れしてください。

・ 室温・温度・気流などご使用の環境により、ミストが見えにくい場合がありますが、送風ファ
ンが作動している（モーター音が聞こえる）場合は故障ではありません。

・ 満水（400ml）で約20時間運転できます。（室温20℃の場合）
・ 水温・室温・湿度によりミストの出る量が変動し運転時間が短くなることがあります。
・ 運転中はMOISTスイッチを押しても切替えできません。

アロマディフューザーとしての使いかた
●ACアダプターを接続端子に取り付けて、水タンクに水道水とエッセンシャル
オイルを入れます。
●本体カバーを取り付け、AC アダプターをコンセントに差し込みます。

アロマ
ランプ

AROMAスイッチ

AROMAスイッチを押します。(アロマランプが消灯します。)

ミストを止めるときは

準　備
（P. 15～ P. 17)
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運転のしかた

・ 水タンク内の水がなくなると、水位センサーの働きで自動的に運転を停止し、加湿器として使
用時は加湿量ランプ、アロマディフューザーとして使用時はアロマランプが点滅し続けます。

・ 水タンクに水を足す場合は、運転を停止し、ACアダプターをコンセントから抜いてから行っ
てください。

水タンクの水がなくなったときは

LEDライトを点灯するときは

ライトスイッチを押します。
・ 電子音が「ピッ」と鳴り、明るさ［強］でLEDライトが点灯し
ます。

・ ライトスイッチを押すたびに、電子音が「ピッ」と鳴り、LED
ライトの点灯状態が切り替わります。

・ 運転停止時や水がないときでもライトスイッチを押すとLED
ライトが点灯します。

明るさ［強］ 　　 明るさ［弱］ 　　 消灯

ライトスイッチ
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運転のしかた

1 加湿器として使用時はMOISTスイッチ、アロマディフューザーとし
て使用時はAROMAスイッチを押して、運転を停止します。
・ 加湿量ランプ・アロマランプが消灯します。

2 LEDライト使用時はライトスイッチを押して、LEDライトを消灯します。

3 ACアダプターをコンセントから抜き、プラグを本体の接続端子から
取り外します。
※水タンク内に残った水がこぼれないようにご注意ください。

4 水タンクに残った水を排水し、お手入れします。（P. 22～ P. 26参照）

使用後

接続端子

プラグ

ACアダプター
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排水のしかた

1 運転を停止してLEDライトを消灯し、ACアダプターを取り外します。

2 本体カバーを取り外し、抗菌カートリッジを取り外します。（P. 26参照）

必ず排水方向から排水する。
排水方向を誤ると、本体内部の電気部品に水がかかり、火災・感電・ショートの原
因となります。

警告

3 本体を右図のように傾けて、排水します。
※内部に水分が浸入するおそれがありますので、
送風口側からは絶対に排水しないでください。

送風口

水位目盛
排水方向
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お手入れのしかた
●お手入れをするときは必ず運転を停止してLEDライトを消灯し、ACアダプターを取り外して
排水（P. 22参照）してください。

薄めた台所用洗剤（中性）にやわらかい布などを浸して
しぼり、汚れを拭き取ります。
そのあと、洗剤が残らないように、乾いた布でもう一度
拭き取ってください。

本体・本体カバー・内部カバー

本体カバーを取り外して裏側に向け、内部
カバーのツメに指をかけて引き外します。
※ツメを破損しないようご注意ください。

内部カバーの取り外しかた 内部カバーの取り付けかた

内部カバーと本体カバーの吹き出し口を合わ
せ、内部カバー押し「カチッ」と鳴るまで確実
にはめ込みます。
※内部カバーのツメが本体カバーのツメにはめ
込まれていることを確認してください。

吹き出し口
内部カバー

・ 本体に水をかけたり、水につけない。
ショート・感電・故障の原因となります。

・ お手入れに中性洗剤以外は使用しない。
水タンク内部に洗浄剤が残り、有毒ガスが発生する原因となります。

警告

内部カバー

本体カバー
本体カバー

ツメ

ツメ ツメ
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お手入れのしかた

水を浸したやわらかい布で付着した汚れを拭き取ります。
・ 細部の汚れは、綿棒などで落としたあと、やらわかい布で
拭き取ってください。

・ エッセンシャルオイルの香りが気になるときは、水タンク
内に水道水を入れ、30分運転後排水し、乾いた布で水気
を拭き取って乾燥させてください。

水タンク内・水槽部

綿棒などを軽くあてて汚れを落としたあと、やわらかい布で
拭き取ります。
・ 振動子に直接手を触れないでください。

振動子

振動子の表面を金属ブラシや金属ヘラ、研磨剤入りのたわしやミガキ粉など
で絶対にこすらないでください。
変形したり傷がつくとミストが出にくくなったり、故障の原因となります。

注意

振動子

水槽部
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お手入れのしかた

水位センサーは定期的にお手入れする。
汚れたまま使いつづけると、水位センサーが誤作動して故障の原因となります。注意

水位センサー
綿棒などを軽くあてて汚れを落としたあと、やわらかい布で
拭き取ります。
・ 数日間お使いいただきますと、水位センサーの周辺に水道
水のミネラル成分が結晶(汚れ)となって付着してきます
ので定期的にお手入れしてください。

・ 水位センサーを強く押さないでください。

綿棒などで汚れやほこりなどを取り除きます。
・ 汚れやほこりがたまると、ミストが途切れたり故障の原因となりますので、定期的にお手入れ
してください。

・ 吹き出し口付近の汚れが気になるときは、内部カバーを取り外してお手入れしてください。
（P. 23参照）

吹き出し口・吸気口

吸気口

水位センサー

吹き出し口
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お手入れのしかた

流水で水洗いし、やわらかい布で汚れを拭き取ります。
・ 抗菌カートリッジは消耗部品です。定期的に交換してください。
（P. 31参照）
・ 抗菌カートリッジ内の抗菌粒はご使用にともない水道水やエッ
センシャルオイルの成分により変色する場合がありますが、異常
ではありません。

抗菌カートリッジ

乾いた布や綿棒で拭いてください。
※汚れていると接触不良で電源が入らなかったり発熱する可能性があります。

プラグ・接続端子

取り外しかた
抗菌カートリッジの中央の穴に指をかけて
引き外します。

取り付けかた
水タンク内部の中央の抗菌カートリッジ取
付部に合わせて確実に差し込みます。

抗菌カートリッジ

抗菌カートリッジ
取付部

抗菌カートリッジ
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保管のしかた

1 お手入れしたあと、陰干ししてよく乾かします。
・ 抗菌カートリッジは取り出して乾かしてください。

2 本体・本体カバー・内部カバー・水タンク内部に水滴が残っていない
ことを確認します。

3 ポリ袋などで包み、元の梱包ケースなどに入れ、湿気の少ない場所に
保管します。
・ 高温になる場所や水のかかる場所に保管しないでください。
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故障かな？と思われたときは
●修理を依頼される前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、次の点検をしてください。
●それでも異常のある場合は、商品に保証書を添えてお買い上げの販売店にご持参ください。

このようなとき 処置のしかた

ミストが出ない

運転しない

点　　検

確実に差し込んでください。

給水してください。（P. 16参照）

●プラグが本体の接続端子から外れてい
ませんか？
●ACアダプターがコンセントから抜け
ていませんか？

水が漏れる

ミストの出が悪い

●本体カバー・内部カバーが正しく取り
付けられていますか？

●水タンクに水が入っていますか？

本体カバー・内部カバーの取り付け状態を
確認してください。（P. 17、P. 23参照）

●本体カバー・内部カバーが正しく取り
付けられていますか？

本体カバー・内部カバーの取り付け状態を
確認してください。（P. 17、P. 23参照）

●本体カバー・内部カバーが正しく取り
付けられていますか？

●本体が傾いていませんか？

本体カバー・内部カバーの取り付け状態を
確認してください。（P. 17、P. 23参照）

水平で安定した場所に設置してください。

●水タンクの水の量が少なくなっていま
せんか？

給水してください。（P. 16参照）

●水タンクに水を入れすぎていませんか？ 水が満水(400ml)を超えると、ミス
トが正常に発生しません。

●振動子が汚れていませんか？ お手入れしてください。（P. 24参照）

●振動子の上や周りに気泡が付着してい
ませんか？

水温が低い時などは振動子の上や周
りに気泡が付着し、ミストの出が悪く
なることがあります。 運転を停止し、
綿棒などで振動子に付着した気泡を
やさしく取り除いてください。



29

故障かな？と思われたときは
このようなとき 処置のしかた点　　検

お手入れしてください。（P. 25参照）●吹き出し口・吸気口に汚れやほこりが
たまっていませんか？

ミストの出が悪い

水槽部の水が
白くにごる

抗菌カートリッジ内
の抗菌粒が変色する

異常ではありません。●抗菌カートリッジの成分が溶け出し、
にごることがあります。

ふさいでいる物を取り除いてください。●吹き出し口をふさいでいませんか？

●運転を開始しても約30分はミストの出る量が少ない場合があります。
●室温・湿度・気流などご使用の環境により、ミストが見えにくい場合があり
ます。特に冬場など室温や水温が低い環境ではミストが見えにくいことがあ
りますが、送風ファンが作動している（モーター音が聞こえる）場合は故障で
はありません。

異常ではありません。
●ご使用にともない水道水やエッセン
シャルオイルの成分により変色するこ
とがあります。
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仕様
■本体
電 源
消 費 電 力
外 形 寸 法
質 量（本 体 の み）
タ ン ク 容 量
連 続 運 転 時 間
加 湿 量
アロマミスト発生量
付 属 品

AC100-240V 50/60Hz（専用ACアダプター使用）
約21W
約130（幅）× 130（奥行）× 175（高さ）mm
約430g
約400ml
約4時間（加湿量［強］・満水運転時）
［強］約100ml/h　［中］約60ml/h　［弱］約30ml/h
約20ml/h
ACアダプター、抗菌カートリッジ、取扱説明書（本書：保証書付）

■ACアダプター（型番：KHM-9102）
入 力
出 力

AC100-240V 50/60Hz
DC24V 1A

※本機の仕様および外観については、改良のため予告なく変更することがあります。

※加湿量・アロマミスト発生量・連続運転時間は室温20℃の場合です。
室温や温度環境、壁、床の材質、部屋の構造、使用している暖房器具などの環境条件によって大幅に左右
されますので目安としてください。

※

※

※
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消耗部品について
●抗菌カートリッジは消耗部品です。約1年を目安に交換してください。
※使用頻度により交換時期は異なります。
●消耗部品を依頼される場合は、お買い上げの販売店か、小泉成器株式会社「部品センター」に
お問い合わせください。

抗菌カートリッジの交換時期を守る。
カビや雑菌が繁殖し、悪臭、および体質によりまれに健康を害する原因となります。警告

名　称

抗菌カートリッジ KHM-093

型　番

・ LEDライトは交換・部品の販売は行っておりません。
万が一、本製品の他の部分の損耗などによって点灯しなくなった場合も、構造上LEDライトの
交換はできませんのであらかじめご了承ください。

LEDライトについて

★長年ご使用のアロマ加湿器の点検を！

ご使用の際
このような
ことはあり
ませんか？

愛情点検

ご使用
中　止

このような症状の時は、故障や
事故防止のため、運転を停止し、
ACアダプターをコンセントか
ら抜いて必ず販売店にご相談く
ださい。

●水漏れする。
●ACアダプターのコードを動かすと通電し
たり、しなかったりする。
●運転中に異常な音やこげくさい臭いがする。
●ACアダプターや本体が異常に熱い、また
は煙がでている。
●ACアダプターが焦げている。
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アフターサービスについて
1. 保証書
●この取扱説明書には保証書が付いています。
保証書はお買い上げの販売店で「販売店名・お買い上げ日」などの記入をご確認のうえ、内
容をよくお読みの後、大切に保管してください。保証期間はお買い上げ日より1年間です。

2. 修理を依頼されるとき
●保証期間中は
商品に保証書を添えてお買い上げの販売店にご持参ください。保証の記載内容により無料修
理いたします。

●保証期間が過ぎているときは
お買い上げの販売店にご相談ください。修理により使用できる場合は、お客様のご要望により
有料修理いたします。

3. 補修用性能部品の保有期間
●アロマ加湿器の補修用性能部品の保有期間は製造打切後6年です。
補修用性能部品とはその製品の機能を維持するために必要な部品です。

4. アフターサービスについてご不明の場合
●アフターサービスについてご不明の場合には、お買い上げの販売店か、小泉成器株式会社「修
理センター」にお問い合わせください。

お受けしましたお客様の個人情報は当社個人情報保護方針に基づき適切に管理いたします。また、お客様の同意がない限
り、業務委託をする場合および法令に基づき必要と判断される場合を除き、第三者への開示は行ないません。
〈利用目的〉
お受けしました個人情報は、商品・サービスに関わるご相談・お問い合わせおよび修理対応のみを目的として使
用させていただきます。
なお、この目的のために小泉成器株式会社および関係会社で上記個人情報を利用することがあります。
〈業務委託の場合〉
上記目的の範囲内で対応業務を委託する場合、委託先に対しては当社と同等の個人情報保護を実施させるととも
に適切な管理・監督をいたします。

お客様の個人情報のお取り扱いについて
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ご意見・ご質問について

修理に関するお問い合わせ

部品に関するお問い合わせ

この商品に関するご意見・ご質問については下記へお寄せください。

お客様相談窓口 ナビダイヤル
（全国共通番号） 0570（07）5555

■IP電話などからご利用いただけない場合
〒541-0051 大阪市中央区備後町3丁目3番7号 TEL. 06（6262）3561　FAX. 06（6268）1432

東日本修理センター ナビダイヤル
（全国共通番号） 0570（05）8888

■IP電話などからご利用いただけない場合
〒344-0127 埼玉県春日部市水角1190 TEL. 048（718）3340　FAX. 048（718）3350

西日本修理センター ナビダイヤル
（全国共通番号） 0570（05）8888

■IP電話などからご利用いただけない場合
〒559-0033 大阪市住之江区南港中1丁目3番98号 TEL. 06（6613）3145　FAX. 06（6613）3196

部品センター ナビダイヤル
（全国共通番号） 0570（00）3211

■IP電話などからご利用いただけない場合
〒559-0033 大阪市住之江区南港中1丁目3番98号 TEL. 06（6613）3211　FAX. 06（6613）3299

〒541-0051 大阪市中央区備後町3丁目3番7号
TEL. 06（6262）3561　FAX. 06（6268）1432

受付時間：平日9：00～17：30
（土・日・祝日・夏期休暇･年末年始を除く）

2021年9月現在（所在地、電話番号など
については変更がある場合がありますので、
その節はご容赦願います。）

お客様相談窓口



34

【保証・無料修理規定】

修理メモ

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するもの
です。従ってこの保証書によって保証書を発行している者（保証責任者）、およびそれ
以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するものではありません。保証期
間経過後の修理等についてご不明の場合は、お買い上げの販売店、または取扱説明書
の小泉成器株式会社「修理センター」にお問い合わせください。
※保証期間経過後の修理について詳しくは取扱説明書の「アフターサービスについて」
をご覧ください。

1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で保証期間内に故障
した場合、「無料修理」致します。

2. 保証期間内に故障して無料修理をお受けになる場合には、商品と本書をご持参ご提示
の上、お買い上げの販売店にご依頼ください。

3. ご転居、ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼で
きない場合には、取扱説明書の小泉成器株式会社「修理センター」へご相談ください。

4. 保証期間内でも次の場合には有料修理になります。
（イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷。
（ロ）お買い上げ後の落下等による故障および損傷。
（ハ）火災、地震、落雷、水害、その他の天災地変、異常電圧による故障および損傷。
（ニ）一般家庭用以外（例えば業務用の長時間使用、車輌、船舶への搭載）に使用され

た場合の故障および損傷。
（ホ）本書のご提示がない場合。
（ヘ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句

を書き換えた場合。
5. 保証期間内でも商品を修理窓口へ送付された場合の送料はお客様の負担となります。
6. 本書は日本国内においてのみ有効です。Effective only in Japan.
7. 本書は再発行致しませんので、紛失しないよう大切に保管してください。
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アロマ加湿器
持込修理

本書は、本書記載内容（裏面記載）で無料修理を行うことをお約束するものです。
お買い上げの日から下記期間中故障が発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上
げの販売店に修理をご依頼ください。

★販売店の皆様へのお願い　必ず全項目をご記入、ご捺印の上、お客様にお渡しください。

本社　〒541-0051　大阪市中央区備後町3丁目3番7号　TEL. 06（6262）3561

型　番 KHM-1014

お買い上げ年月日 年 月 日
対象部分 期間（お買い上げ日より）無料修理

保証期間 本　　体 １　　年

様お名前

ご住所

お
客
様

販
売
店

〒

T E L

店 名・住所・電話

保証書


